
UPZ

福井県における避難住民等に対する安定ヨウ素剤の備蓄状況と緊急配布

福井県内：５２箇所中

大飯地域周辺備蓄１３箇所

安定ヨウ素剤備蓄場所

県及び市町職員により、安定ヨウ素剤の搬送を実施

一時集合場所等
（計４０箇所）

おおい町：４箇所

小浜市：１７箇所

高浜町：５箇所

若狭町：４箇所

美浜町：１０箇所

安定ヨウ素剤の緊急配布を実施

（凡例）

：安定ヨウ素剤備蓄場所

：安定ヨウ素剤緊急配布場所

 避難住民等に対する安定ﾖｳ素剤の緊急配布に備え、福井県は計52箇所の施設に合計で丸剤
1,920,000丸を備蓄及び乳幼児向けのｾﾞﾘｰ状安定ﾖｳ素剤31,200包を備蓄。

 加えて、おおい町PAZ内の保育所・小学校（計2施設）に、園児・児童等対象の安定ヨウ素剤を備蓄。
 緊急配布は県及び関係市町職員が、備蓄先より一時集合場所等に設置する緊急配布場所に搬送

の上、対象住民等に順次配布・調製を実施。
 原子力事業者は、福井県から要請があった場合は可能な範囲で備蓄している安定ﾖｳ素剤を貸与。

＜福井県における安定ヨウ素剤の主な備蓄場所＞

おおい

(C)2015ZENRIN(Z05E-第175号)

PAZ
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京都府における避難住民等に対する安定ヨウ素剤の備蓄状況と緊急配布

京都府：６２箇所

安定ヨウ素剤備蓄場所

府及び市町職員により、安定ヨウ素剤の搬送を実施

安定ヨウ素剤の緊急配布を実施

一時集結場所等
（計５３箇所）

舞鶴市：３０箇所

綾部市：７箇所

南丹市：４箇所

京丹波町：６箇所

京都市：６箇所

なん た ん し

きょう たん ばちょう

まい づる し

あや べ し

（凡例）

：安定ヨウ素剤備蓄場所

：安定ヨウ素剤緊急配布場所

 避難住民等に対する安定ﾖｳ素剤の緊急配布に備え、京都府は計62箇所の施設に合計で丸剤401,000丸を

備蓄及び乳幼児向けのｾﾞﾘｰ状安定ﾖｳ素剤14,700包を備蓄。

 緊急配布は府及び関係市町職員が、備蓄先より一時集合場所等に設置する緊急配布場所に搬送の上、

対象住民等に順次配布を実施。
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＜京都府における安定ヨウ素剤の主な備蓄場所＞



PAZ

UPZ

滋賀県における避難住民等に対する安定ヨウ素剤の備蓄状況と緊急配布滋賀県における避難住民等に対する安定ヨウ素剤の備蓄状況と緊急配布

（凡例）

：安定ヨウ素剤備蓄場所

：安定ヨウ素剤緊急配布場所

滋賀県：１３４箇所中

高島市８４箇所

安定ヨウ素剤備蓄場所

県及び高島市職員により、安定ヨウ素剤の搬送を実施

計４０箇所

一時集合場所等

高島市（大飯ＵＰＺ周辺） ：１３箇所

安定ヨウ素剤の緊急配布を実施

＜滋賀県における安定ヨウ素剤の主な備蓄場所＞

 避難住民等に対する安定ﾖｳ素剤の緊急配布に備え、滋賀県は計134箇所の施設に合計で丸剤
589,000丸、乳幼児向けのｾﾞﾘｰ状安定ﾖｳ素剤4,660包を備蓄。

 緊急配布は備蓄場所となっている一時集合場所等にて、県及び高島市職員が、対象住民等に順次
配布・調製を実施。
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国による安定ヨウ素剤の確保体制

 国は、 UPZ内外において安定ﾖｳ素剤が不足した場合に備えた備蓄を実施しており、全国を５つのﾌﾞﾛｯｸ

（北海道、東北・関東、中部・近畿、中国・四国、九州）に分け、５か所の安定ﾖｳ素剤集積所に丸剤300万

丸、乳幼児向けｾﾞﾘｰ状安定ﾖｳ素剤15万包の備蓄を実施。

 緊急配布場所への輸送は、中部・近畿ﾌﾞﾛｯｸの安定ﾖｳ素剤集積所から24時間以内、隣接ﾌﾞﾛｯｸの安定ﾖ

ｳ素剤集積所から３日以内、その他ﾌﾞﾛｯｸの安定ﾖｳ素剤集積所から７日以内に完了する体制。

 さらに、不足の場合には、民間工場での全力生産及び海外からの援助等により、必要数を確保。

UPZ内外の安定ﾖｳ素剤
緊急配布場所

その他ﾌﾞﾛｯｸ
（７日以内に輸送完了）

中部・近畿ﾌﾞﾛｯｸ
（24時間以内に輸送完了）

安定ヨウ素剤集積所

指示

輸送
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（凡例）

：隣接ブロックの安定ﾖｳ素剤集積所エリア

：中部・近畿ブロックの安定ﾖｳ素剤集積所エリア

：その他ブロックの安定ﾖｳ素剤集積所エリア

隣接ﾌﾞﾛｯｸ
（３日以内に輸送完了）
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